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10月からの活動を時系列で記載していきます。 

１） 10月 2（土）ハザカケ作り、他 

ハザカケ作り、ノラボウ菜種まき、山つつじポット分け、草刈り（葦原・下の池の下流）、生物観察、 

精舎学園里山体験（生徒 7 名・引率 2 名）、お茶の剪定打ち合わせ、ヘルメット調達（黄色）、炭窯入口

鉄枠打ち合わせ 

ハザカケ作り 真竹製ハザカケ作り、新規真竹切り出し調達 

ノラボウ菜種まき 第三梅林内耕うん、種まき（精舎学園里山体験） 

山つつじポット分け プランターに挿し木をしていた山つつじをポットに移植 

野菜の収穫、植物保護（ハシナガキクイ虫の保護布撤去）、田んぼの水管理 

田んぼ上流の葦原の草刈り 下の池の下流側の草刈り 

お茶の剪定打ち合わせ里山交流館館長とお茶の剪定打ち合わせ 
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２） 10月 6（水）お茶の木剪定、他 

ハザカケ作り、草刈り（田んぼ畔）、キャベツ、白菜の補植、お茶の木の剪定、植物保護 

ハザカケ作り 真竹製ハザカケ作り、1列 計 7列 

草刈り（田んぼ畔） 稲刈り前の畔の草刈り 

キャベツ、白菜の補植 キャベツ及び白菜の苗を補植してパオパオ設置 

お茶の木の剪定 第一及び第二梅林（トリマーと手刈り併用） 

植物保護 セイタカアワダチソウ、ハナムグラ除去 

蕎麦の天日干し 池の下及び葦原の草刈り、田の水抜き管理 

草刈り 田んぼの畔、田んぼ上流の葦原の草刈り 下の池の下流側の草刈り 

畑の草取り 大根、他野菜の間引き 野菜の収穫（茄子、あまなが唐辛子、水菜、ノラボウ菜） 

田の水抜き管理  孟宗竹林の間伐調査 

    

    

    

 

３） 10月 9（土）稲刈り準備、他 

ハザカケ作り、お茶の木の剪定、稲のサンプル採取、草刈り、草の焼却 

ハザカケ作り 鉄製パイプ運搬、組立て 6列 稲のサンプル採取 ハザカケ天日干し 

お茶の木の剪定 キウイ棚付近、→見晴台エリア 中央通路切通し付近 

草刈り 葦原、犬桜休憩エリア斜面、切通しのお茶の木の下草刈り、草の焼却、刈り取った葦の焼却 

稲刈り準備、結束用の藁のはかま取り 野菜の収穫（茄子、水菜、あまなが唐辛子、）、トマト畑撤去 

植物保護（カナムグラの焼却） 斜面畑の草刈り 
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      コウヤボウキ   白花のツリフネソウ 

４） 10月 13（水）イベント準備、他 

雨のため全体の活動は中止 

16日開催の里山散策と稲刈り体験の準備 当日の進行打ち合わせ、救急箱の整理・不足品の購入 

 案内板制作、バインダー動作確認 

畑の耕うん  へね作り 

  写真 福原 

   

 

５） 10月 16（土）稲刈り、他 

稲刈りの手順説明 体験参加者は浅間神社下駐車場に集合後、里山散策→稲刈り体験 

稲刈り（手刈り）開始 体験参加者合流（各組に 2名の会員が補助） 

稲刈り→藁で結束→ハザ掛け（天日乾燥） 

雨が降り続くため、ハザを組立て午前中刈り取った稲束を掛ける 

稲刈り終了   N5  N7   
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６） 10月 20（水）稲刈り、他 

稲刈りの手順説明、昨夜の雨で田がるかるんでいる為、最初はバインダーを使わず手刈りで進める、 

乾いてきたらバインダーを投入する、トトキ谷戸及び本谷戸の稲刈り 

トトキ谷戸及び本谷戸の稲刈り（手刈り）開始 乾いてきた田（N-2）にバインダー投入（刈り取り、結

束同時→ハザ掛け） トトキは手刈りで進める（刈り取り→結束→ハザ掛け） 

本日迄稲刈り終了  T1 T2 T3 T4   N2 N5 N7 N9  

   

   

 

７） 10月 23（土）稲刈り、他 

稲刈りの手順説明 古代米を後にして残っている稲刈りをする 古代米のハザ掛け（竹製）を新たに組

む 

本谷戸の残りの稲刈り 一部の田にバインダー投入（刈り取り、結束同時→ハザ掛け） 

バインダーが入れないところは手刈り→結束→ハザ掛け 



5 

 

最後に古代米を手刈り→結束→新設したハザ掛け 

本日の稲刈り田 N1 N3 N4 N6 N8 N10 N11 

稲刈りは全て終了 

    

   

   

 

 
田んぼの落穂拾い 田の畦、広場の清掃  野菜の収穫 

 

８） 10月 27（水）玉葱植付準備、他 

田の畦の復旧、ハザ掛け稲の移設、葦の焼却、玉葱の植え付け準備、草刈り 

田の畦の復旧、ハザ掛け稲の移設 田の水抜きした畔の復旧（溝埋め） 堆肥舎に掛けていた稲を新設

したハザに掛け直す 

葦の焼却 刈り取った葦の焼却 

玉葱の植え付け準備  耕うん→追肥→マルチセット→玉葱植付 
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草刈り  中央通路、奥の車止め～キウイ棚付近 

    

    

    

 

９） 10月 30（土）メカイ、他 

グリンピース播種、メカイ、枯れ木伐採、つつじ移植 

草刈り  富士見台のお茶の木の通路側 

グリンピース播種  茄子撤去、しし唐がらし撤去、グリンピース播種 大豆の収穫 

畑の耕うん、草取り   野菜、柿の収穫 

メカイ  ヘネ作り→編み込み 

枯れ木伐採 2本  ナラ枯れ及び枯れ木伐採（畑の奥杉林入口付近） 玉切、枝払い、片付け 

栗林の折れた枝処理（地元林） 

つつじ移植  プランタンの挿し木を地植え（畑付近） 
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１０） 11月 3（水）里芋掘り、他 

里芋堀、玉切、草刈り、植物保全 

里芋堀 里芋の収穫 室作り（種芋の保存） 穴掘削→藁敷き詰め→種芋→藁敷き詰め→土被せ→蓋被

せ（完了） 里芋の収穫 量（運搬車 1台＋1輪車 1台） 

 里芋の掘り出し残り、4畝 来年度の保存 種芋 40株（室に保管） 

玉切 伐採木（杉林入口）玉切 

草刈り 南側通路の草刈り  畑最奥のベンチ下斜面 

植物保全 萌芽更新林～ホダ場奥斜面～鉄塔横杉林～孟宗竹林手前笹エリア～道路手前最南 

斜面～トイレ横階段 迄 

継続：里芋堀 

野菜の収穫  枝豆 他 

    

写真 福原 

 

１１） 11月 6（土）脱穀、他 

脱穀機借用、試運転、玉葱の植え付け、伐採木の玉切、運搬、精舎学園里山体験 

脱穀機借用、試運転 トトキ谷戸分脱穀 

玉葱の植え付け 玉葱植付 2畝 ≒800本 

伐採木の玉切、運搬 杉林入口付近 玉切材運搬→炭小屋へ 

薩摩芋堀 2畝半≒50ｋｇ（精舎学園） ≒30ｋｇ精舎学園持ち帰り 

脱穀 トトキ谷戸分 脱穀 90.5ｋｇ 終了  本谷戸分 脱穀   55.5ｋｇ（本日分） 残りあり 

藁の片付け ハザ掛け用竹の片付け 
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１２） 11月 10（水）サツマイモの蔓切り、他 

サツマイモ掘り体験イベントの準備、藁の片付け、キウイの収穫、燻炭（竹チップ）の畑への散布、小

麦の受け取り、看板の設置 

サツマイモ掘り体験イベントの準備 ⇒ サツマイモの蔓切り⇒ 切ったサツマイモの蔓の整理等 

藁の片付け 

６日の脱穀済の藁の整理し炭小屋に収納、藁切り機を使って小屋から降ろした古い藁を裁断し、田んぼ

に撒く 

キウイの収穫 ⇒ 収穫量：約８４KG   燻炭（竹チップ）の畑への散布 ⇒ タマネギ畑に撒く 

小麦の受け取り 谷際屋製麺所より種用の籾約７KGを頂く 

看板の設置 案内・注意看板（補修済み）を設置（南通路の栗林と竹林に降りる分岐点） 

野菜の収穫（水菜等）   解体したはざかけの足（竹）の整理 

    

    

    

        サツマイモの花 
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１３） 11月 13（土）脱穀・薩摩芋堀、他 

薩摩芋堀、脱穀（本谷戸） 

里山散策とさつまいも堀体験 薩摩芋堀体験の案内の為 5人 浅間神社下の駐車場に集合 

里山散策とさつまいも堀体験者、7組 24名 

薩摩芋収穫量総料：174.8ｋｇ（内 体験者収穫量 86.0ｋｇ） 

体験者に 5.0ｋｇ/組 提供  里山散策とさつまいも堀体験 終了 解散 

・脱穀終了 本谷戸収穫量：436.0ｋｇ 

藁ボッチの足設置 脱穀機の返却 ハザ掛け材の解体・片付け 

    

    

    

    

脱穀後の籾の収量は前年より僅かに増えています。 

 本谷戸 トトキ谷戸 合計 

昨年度 434.4 ㎏ 83.7 ㎏ 518.1 ㎏ 

今年度 436.0 ㎏ 90.5 ㎏ 526.5 ㎏ 

増減 ＋1.6 ㎏ ＋6.8 ㎏ ＋8.4 ㎏ 

 

１４） 11月 17（水）籾干し、他 

籾干し、サツマイモ堀・小麦播種、藁ボッチ作製、花暦、粉砕機貸出、籾摺り機借用、栗の木の剪定、 

キウイ棚修復準備 

籾干し（天日干し） 倉庫より籾を広場に運搬→シートを広げ籾を敷き均し天日干し 

14：00過ぎ、集積して袋詰め→倉庫に運搬収納 
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サツマイモ堀・小麦播種 サツマイモ堀（安納芋 他） 

藁ボッチ作製 花暦  粉砕機貸出 東谷戸奥の孟宗竹林へ運搬（市役所 モノレール推進課へ ） 

籾摺り機借用 地元農家より借用 

栗の木の剪定 栗の木の一部を試験的に剪定 

キウイ棚修復準備 棚の形状等測定 修復材準備 

小麦播種 小麦の種まき ≒4.0ｋｇ 

野菜の収穫 大根の間引き 

    

    

    

    

 

１５） 11月 20（土）籾摺り、他 

籾摺り、脱穀（古代米）、植物保全、栗の木剪定、藁ボッチ作製、キウイ棚作成、精舎児童学園里山体験、 

竹炭販売（恵泉女学園大学）、運営会議 

籾摺り（ねむの木広場）  籾摺り機運搬・設置→籾倉庫より運搬→籾摺り 

脱穀（古代米）  脱穀機を炭小屋より移動・設置→古代米脱穀 22.9ｋｇ終了 

植物保全  植物回りの草の手刈り 

藁ボッチ作製  キウイ棚作成  棚の支柱建て 

精舎児童学園里山体験  山の刈り取った下草の整理 

竹炭販売 10.0ｋｇ（恵泉女学園大学） 
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１６） 11月 24（水）籾摺り、他 

籾摺り、籾摺り機返納、メカイ、藁ボッチ作製、八頭の収穫、種芋の室入れ、小麦の播種 

籾摺り（クラブハウス駐車スペースにて） 本日籾摺り   64.9ｋｇ 

 前回分     342.1ｋｇ 

 合計 玄米   407.0ｋｇ 

 本日古代米（黒米）15.0ｋｇ 

メカイ  （第二梅林休憩スペースにて）ヘネ作り→編み込み  

藁ボッチ作製 支柱より再作製  支柱の打ち込み→支柱の縛り直して固定→藁を結束して掛ける 

2/3基完成 藁を結束して掛ける→真竹でリングを作り固定 

八頭の収穫、種芋の室入れ 種芋の室入れ→藁を敷き詰め種芋を保存→藁で覆う→室の蓋 

小麦の播種 畝作り→小麦の播種 

野菜の収穫  大根の間引き 
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１７） 11月 27（土）藁ボッチ作製、他 

精米、持ち込み依頼（うすい精米店）、刈り草の集積、藁ボッチ作製、野菜の整理、藁の提供（谷合さん

へ） 

精米、持ち込み依頼（うすい精米店）  玄米を精米店に持ち込み依頼 

刈り草の集積  第二梅林周辺の雑木林の刈り草（笹）を集めて焼却場所に集積 

藁ボッチ作製  前回に引き続き藁ボッチの作製 3個めの作製 

野菜の整理  しし唐がらの撤去 ジャガイモ畑の撤去 サツマイモ畑の撤去 

トトキ池及び畔の整理   藁切作業 

    

    

    

  

１８） 12月 1（水）草刈り、他 

草刈り、精米店からのもち米の引取り、寄贈（配達）小山田小、忠生 3 小、炭材作り（コナラの伐採）、

藁ボッチ仕上げ  整形 

草刈り  第一梅林、荻（畑の奥）、葦原 

精米店からのもち米の引取り、寄贈（配達）  精米量 計 358.8ｋｇ 

小山田小へ寄贈（15.0ｋｇ）  忠生 3小へ寄贈（17.0ｋｇ） 

炭材作り  コナラの伐採（畑の右斜面） 

ノラボウ菜の移植 
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１９） 12月 4（土）燻炭作り、他 

燻炭作り、大豆収穫、麦ふみ、玉切、草刈り、笹の焼却、米の配付 2ｋｇ/人 継続中 

燻炭作り  籾殻による燻炭作り 

大豆収穫、撤去、麦ふみ  

玉切  コナラ伐採木の玉切 

草刈り  畑の奥の荻の原  キリの木周辺、ホダ場通路周辺  下の池周辺 

笹の焼却  第二梅林周辺で刈り取った笹の焼却 

鉄枠（炭窯入口）の引取り   野菜の収穫 

    

    

 

２０） 12月 11（水）燻炭作り、他 

燻炭作り、落葉掃き、大豆撤去、八頭収穫、白樫整理、花暦、玉切 

燻炭作り  籾殻による燻炭作り  出来た燻炭を炭小屋に運搬 
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落葉掃き  炭小屋前通路周辺の落葉掃き→堆肥所に集積 

ねむの木休憩所周辺の落葉掃き→堆肥所に集積 

大豆撤去、八頭収穫  杉林付近の伐採した白樫の整理  花暦 

玉切  コナラ伐採木の玉切  ミズキの伐採 

野菜の収穫（大根、白菜里芋）  田んぼの畔補修、他 

    

    

    

 

２１） 12月 15（土）梅ノ木剪定、他 

梅ノ木の剪定、堆肥の入れ替え、落葉集積、玉切、杉林付近の整理、草刈り、精舎児童学園に米の配付、

餅つき準備（PM) 

梅ノ木の剪定   第一梅林の梅ノ木の剪定  第二梅林の梅ノ木の剪定 

堆肥の入れ替え  畑堆肥舎の堆肥を出し、落葉と入れ替える  堆肥舎の補修 

落葉集積  第二梅林周辺の落ち葉を集め、田んぼに散布 

犬桜休憩エリア及び炭小屋付近の落葉を畑堆肥舎に集積 

玉切  伐採木の玉切、運搬  杉林付近の伐採木の整理、草刈り 

精舎児童学園に米の配付（14.0ｋｇ） 

餅つき準備（PM)   野菜の移植 
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２２） 12月 18（土）餅つき 

餅つき（穴水さんより）  事前（担当）打ち合わせ通り  安全に怪我の無いように 

先発隊が大龍会館に到着 竈、臼、等の道具を設置し火起こし開始 

開始 米の計量（2升）→米蒸し（蒸し上がり）→餅っこ→餅つき（臼・杵）→袋詰め→のし餅作り 

ここまで 59臼 

休憩兼ね昼食  お汁粉、たくあん、野沢菜、美味しく頂きました 

再開 米の計量（2升）→米蒸し（蒸し上がり）→餅っこ→餅つき（臼・杵）→袋詰め→のし餅作り 

休憩後 16.5臼 

餅つきすべて終了  計 75.5臼 

片付け  道具類の水洗いし、大龍会館内の清掃、火を消し、道具類すべて撤収しクラブハウスに 

仮返納後、各自お餅を頂き解散 

改め数量 

使用したもち米 ：150ｋｇ 

搗いた餅の数  ：75.5臼 

食用餅     ：3臼 

お供え餅    ：1臼      

伸し餅（大）  ：57個 

伸し餅（小）  ：29個 
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２３） 12月 19（日）餅つきの片づけ、他 

大龍会館の電気、ガス、水道、戸締り、清掃の再確認 道具の洗浄、乾燥 元の位置に戻す 

炭小屋に搬入 クラブハウス、倉庫へ搬入 餅とコメの配布  

鰤岡さん、谷合さんへ餅のお届け  在庫のコメを２Kg の小袋に詰め替え ゴミを回収袋に入替 

   

 

２４） 12月 22（水）梅ノ木の剪定、他  

燻炭作り、八頭、里芋の収穫、梅ノ木の剪定、正月飾り作り 

燻炭作り  木の粉砕チップの燻炭作り 

八頭、里芋の収穫  畑の残っていいる八頭、里芋収穫 

梅ノ木の剪定 第三梅林の梅ノ木の剪定 

正月飾り作り  炭焼き小屋前で正月のお飾り作り（今年の藁使用） 

畑の草取り  麦ふみ  ニンニクの追肥 野菜の収穫 

伐採木の整理（杉林の奥） 

    



17 

 

   

    

    

 

２５） 12月 25（土）事務所掃除、他 

事務所掃除、落葉散布、休憩所整備（第二梅林）、野菜の収穫 

事務所掃除  大掃除、棚卸 

落葉散布  第二梅林休憩エリアに集積してあった落葉を田んぼに散布 休憩所整備（第二梅林） 

休憩所の古い玉切株を新しく設置  野菜の収穫 

    

    

   

今年の活動は終了です 1年間お疲れさまでした、1月は 5日（水）より活動開始です、皆様良いお年を。 

         以上 

田嶋 


